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イ
ド
・
レ
ー
ニ
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
に
関
す
る
一
考
察

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
十
五
玄
義
　
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
　
ボ
ロ
ー
二
ヤ

は
じ
め
に

グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
が
描
い
た
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
の
祭
壇
画
は
現
在
で
も

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
近
郊
モ
ン
テ
・
デ
ッ
ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
の
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・

サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
に
あ
る
　
（
図
1
）
。
こ
の
聖
堂
に
は
聖
ル
カ
が
描

い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
聖
母
子
の
イ
コ
ン
が
あ
り
、
こ
の
イ
コ
ン
が

一
四
三
三
年
に
大
雨
を
晴
ら
す
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
し
て
か
ら
イ
コ
ン
と
サ

ン
・
ル
カ
聖
堂
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
人
々
の
絶
大
な
る
崇
拝
を
集
め
て
い
た
。
レ
ー

こ
の
伝
記
を
書
い
た
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
に
よ
る
と
、
こ
の
イ
コ
ン
の
両
脇
に
設
置

す
る
た
め
の
二
点
の
小
さ
い
絵
を
レ
ー
二
が
制
作
す
る
と
、
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂

を
管
轄
し
て
い
た
ド
メ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
非
常
に
気

に
入
り
、
聖
堂
の
第
一
礼
拝
堂
の
祭
壇
画
と
し
て
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
を
レ
ー

二
に
注
文
し
た
と
い
う
。

こ
こ
に
は
、
聖
堂
内
に
雲
に
乗
っ
て
顕
現
し
た
聖
母
子
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
の
数

珠
を
授
け
ら
れ
て
い
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
が
描
か
れ
て
い
る
。
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
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い
る
同
じ
床
面
に
彼
の
持
物
で
あ
る
ユ
リ
と
本
を
持
つ
二
人
の
プ
ッ
ト
ー
が
い

る
。
画
面
の
下
三
分
の
一
、
階
段
の
下
に
は
、
三
種
の
植
物
が
植
え
ら
れ
た
鉢

が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
に
五
個
ず
つ
メ
ダ
イ
ヨ
ン
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
聖
母
と
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
か
ら
の
十
五
場
面
、
つ
ま
り
十
五
玄
義
が

描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
左
の
薔
薇
の
枝
に
は
喜
び
の
玄
義
を
表
す
、
「
受
胎
告

知
」
「
ご
訪
問
」
「
生
誕
」
「
神
殿
奉
献
」
　
「
博
士
た
ち
と
の
論
議
」
、
中
央
の
茨

の
枝
に
は
悲
し
み
の
玄
義
を
表
す
、
「
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り
」
　
「
苔
打
ち
」
「
嘲

弄
」
「
十
字
架
へ
の
追
行
」
「
傑
刑
」
、
右
の
椋
欄
の
葉
に
は
栄
光
の
玄
義
を
表
す
、

「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」
「
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
」
「
聖
霊
降
臨
」
「
聖
母
被
昇
天
」
「
聖

母
の
戴
冠
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
壇
画
で
注
目
す
る
べ
き
は
十
五
玄
義

図
の
表
現
方
法
で
あ
り
、
後
か
ら
確
認
す
る
よ
う
に
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
と
そ
の
周
辺

の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
祭
壇
画
で
は
特
殊
な
も
の
で
、
さ
ら
に
奇
妙
に
も
聖

母
の
顔
が
陰
に
な
っ
て
い
る
点
も
看
過
で
き
な
い
。

祭
壇
画
よ
り
以
前
に
制
作
さ
れ
た
二
点
の
　
「
小
さ
い
絵
」
は
残
っ
て
い
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
注
文
に
関
し
て
は
、
初
期
の
レ
ー
こ
の
支
持
者
で
あ
り
、
ド
ミ

ニ
コ
会
の
た
め
仕
事
を
し
て
い
た
建
築
家
フ
ロ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
ン
プ
ロ
シ
ー
こ

の
仲
介
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
二
は
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
女
た
ち
の
城
壁
外

の
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
と
市
中
の
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂

そ
れ
ぞ
れ
に
、
同
時
期
に
作
品
を
制
作
し
て
お
り
、
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
の

制
作
年
代
は
一
五
八
七
－
八
八
年
と
さ
れ
て
い
る
。

マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
の
記
述
に
よ
る
と
、
レ
ー
二
は
聖
母
マ
リ
ア
へ
の
信
仰
が
非

常
に
厚
く
、
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
の
聖
母
子
の
イ
コ
ン
に
祈
り
を
捧
げ
る

た
め
に
モ
ン
テ
・
デ
ツ
ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
に
毎
週
土
曜
日
に
上
り
、
毎
晩
キ

リ
ス
ト
と
聖
母
の
生
涯
に
つ
い
て
瞑
想
し
て
い
た
。
レ
ー
二
に
サ
ン
・
ル
カ
聖

堂
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
が
注
文
さ
れ
た
背
景
に
は
、
彼
の
こ
の
至
聖
所
聖

堂
へ
の
特
別
な
信
仰
心
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

本
論
で
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
と
そ
の
周
辺
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
の
お
も
な
先

行
作
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
レ
ー
こ
の
新
し
い
取
り
組
み
、
先

行
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
十
五
玄
義
の
表
現
方
法
の
着
想
源
、
聖

母
の
顔
が
陰
に
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
前
に
ま
ず
「
ロ

ザ
リ
オ
」
　
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

一
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母

ロ
ザ
リ
オ
と
は
「
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
」
と
　
「
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
」
両
方
を
さ

す
言
葉
で
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
は
数
珠
を
繰
っ
て
数
え
な
が
ら
　
「
天
使
祝
詞

／
ア
ヴ
エ
・
マ
リ
ア
」
を
詩
篇
と
同
じ
数
、
百
五
十
回
を
唱
え
、
上
述
の
キ
リ

ス
ト
と
マ
リ
ア
の
生
涯
の
十
五
場
面
を
瞑
想
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
天
使
祝
詞
」

十
回
に
つ
き
、
そ
の
前
後
に
　
「
主
の
祈
り
」
　
「
栄
唱
」
　
を
挿
入
し
た
も
の
を
一

連
と
し
、
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
の
十
個
の
小
珠
と
一
個
の
大
珠
の
連
続
と
い
う
並

び
は
こ
れ
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
一
連
で
一
玄
義
を
瞑
想
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。こ

の
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
、
一
五
世
紀
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ア

ラ
ヌ
ス
・
デ
・
ル
ー
ペ
　
（
ア
ラ
ー
ノ
・
デ
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ュ
、
一
四
七
五
没
）

が
伝
道
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
ド
ミ
ニ
コ
会
の
創
始
者
で
あ
る
聖
ド
ミ
ニ
ク

ス
が
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ
派
討
伐
の
際
に
、
ア
ル
ビ
の
聖
堂
で
勝
利
を
祈
願
し
て
い

る
と
、
そ
こ
に
聖
母
が
顕
現
し
て
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
を
授
け
ら
れ
、
そ
の
加
護

の
お
か
げ
で
翌
日
の
ミ
ユ
レ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
と
い
う
伝
説
を
信
じ
て
、
ア
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ラ
ヌ
ス
が
聖
母
を
讃
え
る
祈
り
と
し
て
普
及
に
努
め
た
の
が
発
祥
で
あ
る
。

一
四
七
四
年
ケ
ル
ン
に
初
め
て
ロ
ザ
リ
オ
の
同
信
会
が
設
立
さ
れ
、

一
四
七
九
年
同
信
会
設
立
の
立
役
者
で
あ
っ
た
ケ
ル
ン
の
修
道
院
長
ヤ
ー
コ

プ
・
ス
プ
レ
ン
ガ
ー
の
要
請
で
、
シ
ク
ス
ト
ウ
ス
四
世
に
よ
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
同

信
会
の
活
動
が
正
式
に
認
可
さ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
に
は
一
四
八
〇
年
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
に
初
め
て
同
信
会
が
設
立
さ
れ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

次
い
で
同
信
会
が
設
立
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ザ
リ
オ
の
同

信
会
は
男
女
の
区
別
な
く
入
信
で
き
、
会
費
も
必
要
と
せ
ず
、
祈
り
も
週
に
一

度
の
百
五
十
回
の
完
遂
を
目
指
し
て
毎
日
少
し
ず
つ
家
や
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
で

祈
る
と
い
う
制
限
の
少
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス

八
世
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
が
同
信
会
の
会
員
に
購
宥
を
与
え
、
確
認
し
た

こ
と
も
相
ま
っ
て
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
そ
の
同
信
会
は
広
く
人
気
を
得
て
急

速
に
普
及
し
た
。

ロ
ザ
リ
オ
同
信
会
は
そ
の
起
源
か
ら
ド
ミ
ニ
コ
会
と
強
く
結
び
つ
い
て
発
展

し
て
き
た
同
信
会
で
あ
っ
た
。
ロ
ザ
リ
オ
の
伝
道
と
同
信
会
の
設
立
は
ド
ミ
ニ

コ
会
が
独
占
し
て
お
り
、
同
信
会
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
聖
堂
に
設
立
さ
れ
て
い
た

が
一
五
六
九
年
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
総
長
も

し
く
は
そ
の
代
理
人
の
み
が
同
信
会
を
設
立
で
き
る
権
利
を
確
認
し
た
。

寄
進
者
な
ど
が
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
を
手
に
し
て
い
る
作
例
は
一
五
世
紀
の
終

わ
り
以
前
に
も
あ
る
が
、
聖
母
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
授
け
ら
れ
る
と
い
う
「
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
普
及
す
る
た
め
の
版
画

や
規
律
、
祈
り
の
手
引
書
の
挿
絵
に
現
れ
、
そ
の
登
場
初
期
に
は
新
し
い
図
像

の
た
め
混
乱
が
見
ら
れ
た
が
、
同
信
会
の
設
立
に
伴
う
祭
壇
画
、
祭
壇
彫
刻
の

制
作
に
よ
っ
て
発
展
す
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
玉
座
に
座
っ
た
、
も
し
く
は
雲

に
乗
っ
た
聖
母
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
授
か
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
を
中
心
に
、
と
き
に

諸
聖
人
、
寄
進
者
、
同
信
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
列
し
、
後
に
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の

聖
人
で
あ
る
シ
エ
ナ
の
聖
カ
テ
リ
ナ
も
現
れ
る
。

一
五
六
九
年
九
月
一
七
日
ピ
ウ
ス
五
世
は
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
を
定
義
し
、
「
ロ

ザ
リ
オ
も
し
く
は
　
『
神
聖
な
る
お
と
め
マ
リ
ア
の
詩
篇
』
　
は
、
神
を
称
え
る
、

非
常
に
敬
慶
な
祈
り
で
あ
る
。
す
べ
て
の
人
々
に
手
が
届
く
容
易
な
方
法
で
神

聖
な
る
お
と
め
マ
リ
ア
自
身
を
賛
美
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
天
使
の

挨
拶
（
＝
天
使
祝
詞
）
を
百
五
〇
回
、
ダ
ヴ
ィ
デ
の
詩
篇
と
同
じ
回
数
繰
り
返
し
、

十
回
ご
と
に
主
の
祈
り
を
挿
み
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
例
証
す
る

決
め
ら
れ
た
瞑
想
を
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
教
書
を
公
布
し
た
。
こ
こ
で
購
宥

を
受
け
る
に
は
、
口
頭
の
祈
り
だ
け
で
は
な
く
玄
義
の
瞑
想
が
不
可
欠
と
宣
言

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
に
専
心
し
や
す
く
す
る
た
め
の
十
五
玄

義
は
、
教
育
的
機
能
を
持
っ
て
中
央
パ
ネ
ル
の
聖
母
子
と
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
と
同

時
に
描
か
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
周
囲
を
ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
形
式
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
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二
、
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
と
そ
の
周
辺
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》

そ
の
簡
単
な
祈
り
の
方
法
、
入
会
に
制
限
の
な
い
同
信
会
、
そ
し
て
購
宥
と

結
び
つ
い
て
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
を
奉
る
祭
壇
は
急
速
に
普
及
す
る
が
、
ボ

ロ
ー
ニ
ヤ
は
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
が
埋
葬
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
起
源
が
聖
ド

ミ
ニ
ク
ス
に
ま
つ
わ
る
こ
の
祈
り
は
特
に
熱
心
に
信
仰
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
一
五
七
〇
年
ご
ろ
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
・
フ
ォ
リ
・
ポ
ル
タ
・
マ
ッ

ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
の
ロ
ザ
リ
オ
同
信
会
が
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
フ
エ
ツ
ラ
ン
テ
ィ
ー



（図2）プロスベロ・フォンタナ≪ロザリオの

聖母≫ボロー二ヤ、イステイトウート

・マテル二タ・エ・インフアンツイア

二
に
「
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
と
シ
エ
ナ
の
聖
カ
タ
リ
ナ
に
ロ
ザ
リ
オ
を
手
渡
す
聖

母
」
を
フ
レ
ス
コ
装
飾
さ
せ
た
と
い
う
記
述
が
残
っ
て
い
る
が
、
ピ
ウ
ス
五
世

が
一
五
七
一
年
の
ト
ル
コ
軍
に
対
す
る
レ
パ
ン
ト
の
海
戦
の
勝
利
を
、
ロ
ザ
リ

オ
の
聖
母
に
執
り
成
し
を
祈
願
し
た
お
か
げ
で
あ
る
と
認
め
て
、
さ
ら
に
頗
宥

を
与
え
て
以
降
、
よ
り
一
層
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
画
が
奉
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
は
ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ
派
討
伐
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
そ

の
起
源
か
ら
異
端
に
対
し
て
効
果
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
レ
パ
ン

ト
の
海
戟
の
勝
利
の
熱
狂
と
と
も
に
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
後
の
反
宗
教
改
革
の

流
れ
に
も
乗
じ
て
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
と
そ
の
同
心
会
は
爆
発
的
に
普
及
し
、

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
と
そ
の
周
辺
で
も
そ
の
数
は
増
加
す
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
で
は
、
レ
パ
ン
ト
の
勝
利
の
直
後
、
一
五
七
一
年
頃
プ
ロ
ス
ベ

ロ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
（
一
五
一
二
－
一
五
九
七
）
が
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
（
ボ
ロ
ー

（図3）ジョヴァン・バッテイスタ・ラメンギ工房《ロザ
リオの祭壇画≫バ二ヤカヴァッロ、サンタ・マリ

ア・デル・カルミネ聖堂
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ニ
ヤ
、
イ
ス
テ
ィ
ト
ウ
ー
ト
・
マ
テ
ル
ニ
タ
・
エ
・
イ
ン
フ
ァ
ン
ツ
ィ
ア
、
図

2
）
　
の
祭
壇
画
を
制
作
す
る
。
聖
母
子
か
ら
降
ろ
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
を
聖
ド
ミ

ニ
ク
ス
が
右
腕
を
伸
ば
し
て
受
け
取
っ
て
お
り
、
画
面
左
下
に
大
き
く
差
し
入

れ
ら
れ
た
寄
進
者
は
聖
人
の
左
手
に
す
で
に
持
た
れ
て
い
る
数
珠
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
が
聖
母
子
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
受
け
取
り
、
も
う
一
方

の
手
で
寄
進
者
や
観
者
に
別
の
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
を
示
す
と
い
う
、
聖
人
が
行

う
地
上
と
天
と
の
間
の
執
り
成
し
が
強
調
さ
れ
た
型
は
、
購
宥
に
結
び
つ
く
同

心
会
の
メ
ン
バ
ー
の
救
済
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
パ
ッ

セ
ロ
ッ
テ
ィ
や
ピ
エ
ト
ロ
・
フ
ァ
ツ
チ
ー
二
に
受
け
継
が
れ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
で

人
気
を
博
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
瞑
想
を
促
す
十
五
玄
義
は
伝
統
に
従
っ
て



四
角
い
パ
ネ
ル
で
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

バ
ニ
ヤ
カ
ヴ
ァ
ソ
ロ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
∴
ア
ル
・
カ
ル
ミ
ネ
聖
堂
に
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
・
パ
テ
ィ
ス
タ
‥
フ
メ
ン
ギ
　
（
バ
ニ
ヤ
カ
ヴ
ァ
ツ
ロ
　
（
子
）
、
一
五
二
一

－
一
六
〇
一
）
　
の
工
房
が
描
い
た
《
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
画
》
　
（
図
3
）
　
は
、

一
五
八
三
年
に
ロ
ザ
リ
オ
同
信
会
か
ら
主
祭
壇
画
を
注
文
さ
れ
、
一
五
八
五
年

に
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
心
場
面
は
、
上
下
に
分
け
ら
れ
、
上
方
の
雲
に

乗
っ
た
聖
母
子
が
下
方
に
並
ぶ
ド
ミ
ニ
コ
会
の
諸
聖
人
に
向
か
っ
て
ロ
ザ
リ
オ

を
示
し
て
い
る
。
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
は
観
者
と
同
じ
よ
う
に
背
後
を
見
せ
て
脆
い

（図4）ジョヴァン・バッテイスタ・ラメンギ《ロザリオの聖母≫

個人蔵

て
い
る
。
十
五
玄
義
は
伝
統
的
に
周
囲
を
小
さ
い
パ
ネ
ル
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。

同
じ
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
：
フ
メ
ン
ギ
に
よ
る
個
人
蔵
の
《
諸
聖
人

の
前
で
ド
ミ
ニ
ク
ス
と
シ
エ
ナ
の
カ
テ
リ
ナ
に
ロ
ザ
リ
オ
を
授
け
る
聖
母
子
》

（
図
4
）
　
は
、
も
と
は
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
画
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
額
縁
と
周

り
の
十
五
玄
義
が
欠
け
て
お
り
、
上
部
も
削
ら
れ
て
い
る
。
両
脇
に
控
え
た
ド

メ
ニ
コ
会
の
聖
人
た
ち
に
ロ
ザ
リ
オ
を
手
渡
す
聖
母
は
こ
ち
ら
に
視
線
を
向
け

て
お
り
、
観
者
に
近
い
地
面
に
は
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
持
物
で
あ
る
百
合
と
ロ
ザ
リ

オ
の
名
前
が
象
徴
す
る
蓄
薇
の
花
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
パ
ッ
セ
ロ
ッ
テ
ィ
　
（
一
五
二
九
－
一
五
九
二
）
　
は
《
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
》
を
よ
く
描
い
た
画
家
で
あ
る
。
一
五
七
五
－
八
〇
年
頃
サ
ッ

ソ
レ
オ
ー
ネ
、
サ
ン
・
プ
ロ
ス
ベ
ロ
聖
堂
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
の
た
め
に
描
い
た

《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
（
図
5
）
は
第
二
次
大
戦
時
に
焼
失
し
図
版
だ
け
が
残
る
。
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（図5）バルトロメオ・パッセロッテイ　《ロザリ

オの聖母≫消失、以前はサッソレオーネ、

サン・プロスベロ聖堂ロザリオ礼拝堂



（図6）バルトロメオ・パッセロッテイ《ロザリオの聖母、

聖ドミニクスと大天使ミカエル≫ボロー二ヤ、

カスチル・サン・ピエトロ、司教区聖堂

（図7）ピエトロ・フアツチ一二《ロザリオの聖母》ボローニヤ、

クアルト・インフェリオーレ、司教区聖堂
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画
面
を
二
分
割
し
、
上
に
は
キ
リ
ス
ト
を
抱
い
た
聖
母
、
下
に
は
脆
い
て
見
上

げ
て
い
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
と
シ
エ
ナ
の
聖
カ
タ
リ
ナ
が
お
り
、
地
面
に
は
広
げ

ら
れ
た
ま
ま
の
本
と
百
合
が
あ
る
。
両
聖
人
の
背
後
の
修
道
士
や
修
道
女
た
ち

も
聖
母
を
見
上
げ
、
観
者
の
動
作
を
誘
導
し
て
い
る
。
ま
た
パ
ッ
セ
ロ
ッ
テ
ィ

は
、
一
五
七
五
年
頃
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
が
献
堂
さ
れ
て
い
た
カ
ス
テ
ル
・
サ

ン
・
ピ
エ
ト
ロ
の
司
教
区
聖
堂
の
た
め
に
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
、
聖
ド
ミ
ニ
ク

ス
と
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
》
　
（
図
6
）
　
を
制
作
し
て
い
る
。
画
面
上
方
三
分
の
一
、

雲
の
上
で
三
日
月
を
踏
み
な
が
ら
膝
を
折
っ
て
座
っ
た
聖
母
が
ロ
ザ
リ
オ
を
下

ろ
し
て
お
り
、
左
腕
に
抱
か
れ
た
幼
児
キ
リ
ス
ト
は
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
を
見
下
ろ

し
な
が
ら
右
手
で
天
を
指
し
て
い
る
。
下
方
左
の
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
が
聖
母
を
見

上
げ
な
が
ら
伸
ば
し
た
左
手
で
ロ
ザ
リ
オ
と
薔
薮
を
受
け
取
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
下
ろ
し
た
右
手
に
は
す
で
に
ロ
ザ
リ
オ
と
薔
薇
が
握
ら
れ
て
い
る
。
右
に

は
大
天
使
ミ
カ
エ
ル
が
お
り
、
天
秤
の
上
で
天
に
昇
ろ
う
と
す
る
脆
い
た
人
物

の
手
に
は
、
模
範
を
示
す
よ
う
に
ロ
ザ
リ
オ
が
握
ら
れ
て
い
る
。
下
辺
の
二
人

の
間
に
は
遠
く
山
並
み
、
地
面
に
は
百
合
と
薔
薇
が
見
え
る
。
同
聖
堂
の
ロ
ザ

リ
オ
の
祭
壇
で
現
在
奉
ら
れ
て
い
る
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
像
を
取
り
囲
む
十
五
玄

義
の
祭
壇
衝
立
は
、
こ
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
パ
ッ

セ
ロ
ッ
テ
ィ
ま
た
は
そ
の
工
房
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
パ
ッ
セ
ロ
ッ

テ
ィ
に
は
モ
デ
ナ
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
の
上
部
聖
堂
聖
歌
隊
席
に
あ
っ
た

《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
、
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
、
シ
エ
ナ
の
聖
カ
テ
リ
ナ
、
ダ
ヴ
ィ
デ
王
、



グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
、
信
者
た
ち
》
　
（
モ
デ
ナ
、
セ
ミ
ナ
リ
オ
・
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ー
ノ
）
　
も
帰
属
さ
れ
て
お
り
、
一
五
八
〇
－
八
三
年
の
作
品
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

ピ
エ
ト
ロ
・
フ
ァ
ッ
チ
ー
ニ
（
一
五
六
二
－
一
六
〇
二
）
　
に
関
し
て
は
、

一
五
八
五
年
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
修
道
院
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
が
聖

堂
を
再
建
し
た
と
き
に
祭
壇
画
を
注
文
さ
れ
、
ロ
ザ
リ
オ
の
玄
義
が
下
に
あ
る

《
生
誕
》
を
描
い
た
と
い
う
記
述
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ツ
チ
ー
二
は

ク
ア
ル
ト
・
イ
ン
フ
エ
リ
オ
ー
レ
司
教
区
聖
堂
の
　
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
（
図

7
）
　
を
措
き
、
一
五
九
二
－
九
四
年
頃
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
の
キ
ャ

ン
バ
ス
に
中
央
パ
ネ
ル
と
別
個
の
十
五
玄
義
が
は
め
込
ま
れ
た
よ
う
に
見
せ
か

け
ら
れ
て
い
て
、
中
央
場
面
で
は
聖
母
が
ド
ミ
ニ
ク
ス
に
ロ
ザ
リ
オ
を
授
け
、

ド
ミ
ニ
ク
ス
は
そ
れ
を
左
手
で
受
け
取
り
、
右
手
で
画
面
の
こ
ち
ら
側
に
手
渡（図8）ルドヴィコ・カラッチ《聖ヒュアキン

トスの幻視≫ルーブル美術館

し
て
い
る
。
十
五
玄
義
は
中
心
イ
メ
ー
ジ
の
周
り
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
蕎
薇

の
枝
で
つ
な
が
れ
た
珍
し
い
楕
円
の
メ
ダ
リ
オ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
。
メ
ダ
リ

オ
ン
に
十
五
玄
義
を
描
き
込
む
と
い
う
形
式
は
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
の
先
行
作
例

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ

と
そ
の
周
辺
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
の
祭
壇
画
は
観
者
で
あ
る
同
信
会
の
メ

ン
バ
ー
の
存
在
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
聖
人
が
授
か
っ
た
ロ
ザ
リ
オ

を
こ
ち
ら
側
に
提
示
し
て
い
た
り
、
聖
母
が
下
ろ
す
ロ
ザ
リ
オ
を
観
者
と
と
も

に
見
上
げ
る
ポ
ー
ズ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

レ
ー
こ
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
に
関
す
る
先
行
研
究
に
お
い
て
、
画
面
上

部
の
聖
母
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
手
渡
さ
れ
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
構
図
の
着
想
源
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
カ
ラ
ッ
チ
の
《
聖
ヒ
エ
ア
キ
ン

ト
ス
の
幻
視
》
　
二
五
九
四
年
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
。
以
前
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
サ

ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
、
ト
ウ
ツ
リ
ー
ニ
礼
拝
堂
、
図
8
）
　
で
あ
る
。
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・

カ
ラ
ッ
チ
は
一
五
九
八
年
に
断
交
す
る
ま
で
、
カ
ラ
ッ
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お

け
る
レ
ー
こ
の
師
匠
で
あ
っ
た
。
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
と
ル
ド
ヴ
ィ
コ
の
《
ヒ
エ

ア
キ
ン
ト
ス
の
幻
視
》
を
比
較
す
る
と
、
ド
メ
ニ
コ
会
の
聖
人
に
聖
母
が
顕
現

す
る
と
い
う
主
題
、
対
角
線
構
図
は
確
か
に
類
似
し
て
い
る
が
、
グ
エ
ル
チ
ー

ノ
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
鮮
や
か
な
、
特
に
青
の
色
彩
や
、
聖
人
の
や

せ
た
容
貌
の
現
実
的
表
現
な
ど
レ
ー
こ
の
作
品
と
は
異
な
る
点
も
あ
る
。

「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
　
の
図
像
に
お
い
て
、
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
に
見
ら
れ
る

聖
母
子
と
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
み
と
い
う
構
想
は
、
聖
母
子
か
ら
同
信
会
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
ロ
ザ
リ
オ
を
受
け
取
る
型
と
と
も
に
、
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
図

像
の
発
祥
か
ら
北
方
版
画
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
の
間
に

位
置
す
る
、
フ
エ
デ
リ
コ
・
バ
ロ
ッ
テ
の
セ
ニ
ガ
ツ
リ
ア
、
パ
ラ
ツ
ツ
ォ
・
マ
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（図9）フ工デリコ・バロッチ《ロザリオの聖母≫

セ二ガッリア、パラッツオ・マスタイ

（図10）ジョヴァン二・／〈ッテイスタ・クレモ二一

二≪ロザリオの聖母≫ブドリオ絵画館

ス
タ
イ
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
（
図
9
）
　
で
は
、
荒
野
と
い
う
場
面
設
定
の

中
で
、
画
面
上
方
に
大
き
く
顕
現
し
た
聖
母
子
が
両
腕
を
広
げ
る
聖
ド
ミ
ニ
ク

ス
に
ロ
ザ
リ
オ
を
垂
直
に
下
ろ
し
て
い
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
に
お
け
る
、
聖
母
子
と
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
だ
け
が
現
れ
る
先
行
作

例
に
は
、
ジ
ョ
ヴ
ア
ン
二
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ク
レ
モ
ニ
ー
二
に
帰
属
さ
れ
て

い
る
ブ
ド
リ
オ
絵
画
館
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
（
図
1
0
）
　
が
あ
る
。
光
り
輝

く
雲
の
中
と
と
も
に
顕
現
し
た
聖
母
か
ら
ロ
ザ
リ
オ
を
受
け
取
る
聖
ド
ミ
ニ
ク

ス
と
い
う
非
常
に
簡
単
な
構
図
は
、
レ
ー
こ
と
特
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

レ
ー
こ
の
祭
壇
画
に
お
け
る
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
横
顔
の
図
像
に
つ
い
て
は
、

パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
が
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
滞
在
時
に
制
作
し
た
作
品
《
サ
ン
タ
・
マ

ル
ゲ
リ
ー
タ
の
聖
母
》
（
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
国
立
絵
画
館
、
以
前
は
サ
ン
タ
・
マ
ル

ゲ
リ
ー
タ
聖
堂
ジ
エ
ス
テ
ィ
礼
拝
堂
、
図
日
）
　
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
、
こ
の

作
品
は
一
五
八
〇
年
代
に
カ
ラ
ッ
チ
ら
も
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ゴ

ス
テ
ィ
ー
ノ
・
カ
ラ
ッ
チ
《
聖
母
子
と
聖
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
、
聖
チ
エ
チ
リ
ア
、

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ウ
ス
》
（
一
五
八
六
年
、
パ
ル
マ
国
立
絵
画
館
、
以
前
は
パ

ル
マ
、
サ
ン
・
パ
オ
ロ
女
子
修
道
院
、
図
1
2
）
　
に
お
け
る
左
側
の
聖
マ
ル
ゲ
リ
ー

夕
や
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
カ
ラ
ッ
チ
《
聖
ヴ
ィ
ン
ツ
エ
ン
ツ
ォ
の
聖
母
の
顕
現
》

（
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
ウ
ニ
ク
レ
デ
ィ
ト
・
グ
ル
ー
プ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
図
1
3
こ
　
の
、

聖
人
の
見
上
げ
る
横
顔
の
角
度
や
視
線
の
向
き
は
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
か
ら
直

接
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
ク
レ
モ
ニ
ー
こ
の
作
品
は
同

じ
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
の
作
品
か
ら
聖
母
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は

パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
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（図11）パルミジャニーノ≪サンタ・マルゲリー
タの聖母≫ボローニヤ、国立絵画館

（図12）アゴステイーノ・カラッチ《聖母子と聖マル

ゲリータ、聖チェチリア、聖ベネディクトウ

ス≫パルマ、国立絵画館

ク
レ
モ
ニ
ー
二
の
作
品
と
の
強
い
類
似
は
ほ
か
に
も
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
　
の
祭
壇
画
は
観
者
と
し
て
の
同
信
会
の
メ
ン
バ
ー

が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ク
レ
モ
ニ
ー
こ
の
作
品
は
レ
ー
こ
の
も

の
と
同
じ
よ
う
に
、
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
は
両
手
で
数
珠
を
授
か
り
起
き
て
い
る
奇

跡
に
没
頭
し
て
い
る
の
で
、
同
信
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
観
者
の
存
在
は
除
外

さ
れ
画
面
内
で
完
結
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ク
レ
モ
ニ
ー
こ
の
作
品
で
は
、

左
下
に
同
定
さ
れ
な
い
ド
ミ
ニ
コ
会
の
聖
人
が
控
え
め
に
挿
入
さ
れ
て
そ
の
聖

人
が
体
験
し
た
幻
視
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
こ
の
《
ロ
ザ
リ
オ

の
聖
母
》
に
お
け
る
新
た
な
装
置
は
、
上
部
の
完
結
し
た
「
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の

奇
跡
」
と
観
者
の
間
に
存
在
す
る
下
部
に
描
か
れ
た
十
五
玄
義
で
あ
る
。

画
面
上
部
の
構
図
に
関
し
て
ク
レ
モ
ニ
ー
こ
の
作
品
が
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
に

直
接
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ニ
ー
ノ
の
《
サ
ン
タ
・

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
の
聖
母
》
か
ら
の
借
用
は
別
に
し
て
も
、
共
通
す
る
要
素
は
多
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い
。
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
を
側
面
か
ら
捉
え
る
構
図
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
、
聖
ド

ミ
ニ
ク
ス
が
体
験
し
た
幻
視
の
場
面
に
焦
点
を
当
て
た
全
体
に
、
観
者
で
あ
る

同
心
会
の
メ
ン
バ
ー
や
寄
進
者
が
画
面
に
登
場
せ
ず
、
画
面
内
か
ら
の
働
き
か

け
が
な
い
こ
と
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
人
気
を
博
し
た
伝
統
と
は
異
な
る
レ
ー
こ

の
祭
壇
画
の
先
行
例
と
い
え
る
。

三
、
十
五
玄
義
図

マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
は
、
レ
ー
二
が
祭
壇
画
の
周
国
を
囲
む
玄
義
の
表
現
の
硬
直

し
た
定
型
表
現
（
「
S
e
C
C
a
g
乳
n
e
」
）
を
破
棄
し
、
そ
の
代
わ
り
鉢
に
植
え
ら
れ

た
蓄
蔵
の
木
に
咲
く
花
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
き
生
き
と
表
現
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
の
言
う
と
お
り
、
レ
ー
こ
の
作
品
の
十
五

玄
義
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
そ
れ
と
比

較
す
る
と
、
別
個
の
パ
ネ
ル
と
し
て
で
は
な
く
画
面
下
部
に
挿
入
さ
れ
、
三
つ

の
植
物
（
蓄
薇
、
茨
、
踪
欄
）
　
に
掛
け
ら
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
と
し
て
描
か
れ
る

と
い
う
特
別
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

十
五
玄
義
が
画
面
下
部
に
挿
入
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
ロ
ザ
リ
オ
の
信

奉
者
た
ち
を
画
面
上
部
へ
導
く
た
め
の
装
置
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
述
べ
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
に
お
け
る
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
祭
壇
画
は
聖
人
の
執
り
成
し
に
よ

る
同
心
会
メ
ン
バ
ー
の
救
済
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
レ
ー
こ
の
祭
壇
画

は
同
心
会
の
メ
ン
バ
ー
側
か
ら
の
よ
り
能
動
的
な
働
き
か
け
を
要
求
す
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
工
夫
は
神
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
壇

画
の
前
で
同
信
会
の
メ
ン
バ
ー
は
画
面
の
外
か
ら
天
使
祝
詞
を
唱
え
な
が
ら
、

中
間
に
位
置
す
る
十
五
玄
義
を
見
て
瞑
想
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

（図14）フ工デリコリバロッチ≪アッシジの墳宥≫

ウルビーノ、サン・フランチェスコ聖堂

な
く
よ
り
卜
位
に
あ
る
聖
母
が
顕
現
し
た
聖
人
の
法
悦
状
態
を
目
指
す
よ
う
差

し
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
が
図
示
し

て
い
る
の
は
、
眼
で
見
て
、
心
で
想
起
し
、
抽
象
的
な
存
在
を
観
想
す
る
と
い

う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
三
段
階
の
精
神
的
上
昇
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
構

図
に
お
け
る
絵
の
上
下
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
画
面
内
の
階
段
で
仕
切
ら
れ
た

設
定
も
こ
の
関
係
を
補
強
し
て
い
る
。
レ
ー
二
が
カ
ラ
ッ
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で

獲
得
し
た
自
然
主
義
的
表
現
は
、
天
使
や
聖
母
子
を
ま
る
で
肉
体
を
持
っ
て
存

在
す
る
か
の
よ
う
に
現
前
さ
せ
る
が
、
階
段
に
上
に
設
置
さ
れ
た
柱
と
カ
ー
テ

ン
は
聖
母
子
と
聖
人
の
存
在
す
る
次
元
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
柱
と
カ
ー
テ
ン
の
モ
チ
ー
フ
、
特
に
階
段
で
仕
切
ら
れ
た
祭
壇
と
の
境

目
に
あ
る
球
の
つ
い
た
柱
は
、
バ
ロ
ッ
チ
の
《
ア
ッ
シ
ジ
の
購
宥
》
（
一
五
七
四

－
七
六
年
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
、
図
1

4
）
と
同
様
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の
も
の
で
、
階
段
－
手
す
り
の
柱
－
暗
い
祭
壇
な
ど
建
築
的
設
定
も
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
。
カ
ラ
ッ
チ
た
ち
は
一
五
八
〇
年
代
前
半
に
バ
ロ
ッ
テ
作
品
を
研

究
し
て
お
り
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
の
篇
王
ヴ
ィ
ン
チ
エ
ン
ツ
ォ
》
（
図
1

3
）
に
顕
現

す
る
聖
母
子
は
、
フ
ォ
ッ
ソ
ン
ブ
ロ
ー
ネ
の
カ
プ
チ
ン
会
の
た
め
に
描
か
れ
た

失
わ
れ
た
絵
に
基
づ
く
バ
ロ
ッ
チ
の
版
画
か
ら
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
は
上
記
の
《
聖
母
子
》
を
含

め
て
バ
ロ
ッ
テ
作
品
を
版
画
化
し
て
い
る
し
、
三
人
で
制
作
し
た
パ
ラ
ツ
ツ
ォ
・

フ
ァ
ー
ヴ
ァ
の
《
イ
ア
ソ
ン
の
物
語
》
の
装
飾
や
、
ア
ン
ニ
ー
バ
レ
の
《
キ
リ

ス
ト
の
洗
礼
》
（
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
サ
ン
テ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
エ
・
シ
ー
ロ
聖

（図15）グイド・レ一二《ロザリオの聖母≫部分「十五玄義」

堂
）
　
に
も
バ
ロ
ッ
チ
の
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

バ
ロ
ッ
チ
の
《
ア
ッ
シ
ジ

の
購
宥
》
は
一
五
八
一
年

に
自
刻
に
よ
り
版
画
化
さ

れ
広
く
流
通
し
て
い
た
の

で
、
レ
ー
二
が
知
り
え
た

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。次

に
十
五
玄
義
そ
の

も
の
の
表
現
方
法
に
つ
い

て
、
鉢
に
植
え
ら
れ
た
三

種
の
枝
に
メ
ダ
リ
オ
ン
を

掛
け
る
と
い
う
手
法
は
ボ

ロ
ー
ニ
ヤ
の
祭
壇
画
に
お

い
て
は
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
　
（
図
1
5
）
。
し
か
し
、
十
五
玄

義
を
三
部
に
分
け
る
、
メ
ダ
リ
オ
ン
を
用
い
る
、
植
物
を
背
景
に
す
る
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
は
先
行
例
が
あ
る
。

円
形
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
聖
母
と
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
場
面
を
描
く
こ
と
は

「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
図
像
が
考
案
さ
れ
た
以
前
か
ら
北
方
に
存
在
し
て
お
り
、

十
五
玄
義
を
レ
ー
二
が
3
種
の
植
物
で
表
し
た
よ
う
に
、
受
肉
（
喜
び
）
の
玄
義
、

受
難
　
（
悲
し
み
）
　
の
玄
義
、
復
活
と
栄
光
　
（
栄
光
）
　
の
玄
義
の
三
つ
に
区
分
し

た
の
は
ア
ラ
ヌ
ス
・
デ
・
ル
ー
ペ
で
あ
る
。
彼
の
著
作
と
さ
れ
る
ロ
ザ
リ
オ
の

手
引
書
は
、
ウ
ル
ム
で
一
四
八
三
－
九
六
年
の
間
に
七
版
を
重
ね
た
が
、
そ
こ

に
は
十
個
の
蓄
薇
で
で
き
た
花
輪
で
縁
取
ら
れ
た
十
五
玄
義
が
、
三
枚
の
木
版（図16）「喜びの玄義」『我々の親愛なるおとめの詩篇』

VnserliebenfrauenPsalter　ウルム、1483年
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（図17）ロレンツオ・ロット《ロザリオの聖母≫

チンゴリ、サン・ドメニコ聖堂

（図18）「栄光の玄義」アルベルト・ダ・カステッロ

『栄光に満ちたおとめマリアのロザリオ』

RosariodellagIoriosaverglneMaria
ヴェネツィア、1524年版

画
に
分
け
ら
れ
差
し
挟
ま
れ
た
（
図
1

6
）
。

イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
十
五
玄
義
を
メ
ダ
リ
オ
ン
で
表
現
し
て
さ
ら
に
画
面

に
挿
入
し
た
祭
壇
画
の
先
例
に
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ロ
ッ
ト
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の

聖
母
》
二
重
二
九
年
、
チ
ン
ゴ
リ
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
、
図
1
7
）
が
あ
り
、

五
個
ず
つ
三
列
で
構
成
さ
れ
、
下
か
ら
喜
び
、
悲
し
み
、
栄
光
の
玄
義
が
表
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
薔
薇
の
生
垣
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
方
法
は
、
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
が
非
常
に
多
く
描
か
れ
た
マ
ル
ケ

地
方
で
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ロ
ッ
ト
の
仁
五
玄
義
図
の
表
現
方
法

と
そ
の
図
像
に
つ
い
て
は
北
方
版
画
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
二

が
直
接
テ
ン
ゴ
リ
の
祭
壇
画
や
北
方
版
画
を
参
照
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
の
代
わ
り
、
レ
ー
こ
の
十
五
玄
義
表
現
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ

る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ザ
リ
オ
の
手
引
書
で
あ
る
。
一
五
二
一
年
に
ヴ
エ
ネ

ッ
ィ
ア
で
出
版
さ
れ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ダ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
の
「
光
り
輝
く
お
と

め
マ
リ
ア
の
ロ
ザ
リ
オ
」
は
、
イ
タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
初
め
て
の
ロ
ザ
リ
オ

の
手
引
書
で
一
六
〇
三
年
ま
で
一
八
版
を
越
え
た
が
、
一
九
〇
を
越
え
る
挿
絵

の
中
に
は
、
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
の
十
五
玄
義
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
大
き
な
薔
薇
の
五
枚
の
花
弁
の
中
に
表
さ
れ
て
い
る
（
図
1

8
）
。
ま
た
、

一
五
七
三
年
に
ロ
ー
マ
で
出
版
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ア
∴
ン
ヤ
ネ
ッ
テ
ィ
・
ダ
・

サ
ロ
ー
の
「
至
聖
な
る
お
と
め
マ
リ
ア
の
ロ
ザ
リ
オ
」
の
挿
絵
で
は
、
鉢
植
え
の

薔
薇
の
木
に
花
と
し
て
五
個
ず
つ
メ
ダ
リ
オ
ン
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
（
図
1
9
）
。

こ
れ
ら
の
玄
義
は
ロ
ザ
リ
オ
の
数
珠
の
大
珠
と
し
て
措
か
れ
て
お
り
、
中
心
に

聖
母
像
が
存
在
す
る
が
、
植
物
に
メ
ダ
リ
オ
ン
を
掛
け
る
と
い
う
手
法
に
お
い

て
、
レ
ー
こ
の
着
想
は
こ
れ
ら
の
版
画
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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レ
ー
こ
の
メ
ダ
リ
オ
ン
内
の
十
五
玄
義
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
自
身
も
参
加

し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
か
ら
い
く
つ
か

着
想
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
五
七
六
年
ロ
ザ
リ
オ
同
信
会
が
よ
り
大
き

な
礼
拝
堂
の
使
用
を
許
さ
れ
、
一
五
九
二
年
フ
ロ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
ン
プ
ロ
シ
ー

こ
の
設
計
で
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
新
た
な
祭
壇
が
建
て
ら
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
に
安
置
す
る
十
五
玄
義
の
祭
壇
衝
立
の
制
作
が

当
時
最
も
有
名
だ
っ
た
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
画
家
た
ち
に
任
さ
れ
、
一
五
九
七
年
に

完
成
し
た
。
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
は
こ
の
作
品
群
の
制
作
年
代
と
各
作
品
の
帰
属
に

つ
い
て
多
少
の
誤
解
が
あ
っ
た
が
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
記

述
か
ら
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
カ
ラ
ッ
チ
、
デ
ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
、
バ
ル
ト
ロ

メ
オ
・
チ
ェ
ー
ジ
が
参
加
し
た
こ
と
は
確
実
と
さ
れ
、
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
《
キ

リ
ス
ト
の
昇
天
》
、
ア
ル
バ
ー
ニ
《
聖
母
被
昇
天
》
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
テ
ィ

ア
リ
ー
ニ
《
キ
リ
ス
ト
の
嘲
弄
》
、
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
《
聖
母
の
戴

冠
》
な
ど
が
新
た
に
帰
属
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の
《
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
》
以
前
の
制
作
と
な
る
こ
と
か
ら
、
レ
ー
こ
の
十
五
玄
義
の
図

像
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の

《
神
殿
奉
献
》
　
の
祭
司
、
祭
壇
、
聖
母
を
横
か
ら
捉
え
た
構
図
は
、
サ
ン
・
ド

メ
ニ
コ
聖
堂
に
お
け
る
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
の
作
品
（
図
2
0
）
と
、
《
聖
母
の
戴
冠
》

の
左
側
の
キ
リ
ス
ト
が
右
手
で
背
を
見
せ
な
が
ら
戴
冠
す
る
着
想
も
先
行
す
る

ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
の
玄
義
　
（
図
2
1
）
　
に
共
通
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
で
レ
ー
ニ
自
身
が
描
い
た
《
昇
天
》

と
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の
も
の
を
比
較
す
る
と
兵
士
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
《
博
士
た
ち
と
の
論
議
》
を
横
か
ら
描
写
し
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
対
す
る
先
例
は
少
な
い
。
構
想
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
こ
と
が

起
こ
る
理
由
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
は
、
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の
十
五
玄
義
は
約

－134－

（図19）「栄光の玄義」アンドレア・ジャネッティ・

ダ・サロー『至聖なるおとめマリアの

ロザリオ』RosariodeIlasacratissima

VergineMariaヴェネツィア、1587年

（図20）デニス・カルヴァールト《神殿奉献≫

ポロ一二ヤ、サン・ドメ二コ聖堂

ロザリオ礼拝堂、十五玄義の祭壇

衝立の一部



（図21）ラヴィ二ア・フォンタナ《聖母の

戴冠≫　ボロー二ヤ、サン・ドメ

二コ聖堂ロザリオ礼拝堂、十五

玄義の祭壇衝立の一部

十
四
×
十
八
c
m
と
画
面
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
の
も

の
は
七
二
×
六
六
竺
ロ
ッ
ト
の
も
の
で
も
l

亘
径
約
四
二
c
m
で
あ
る
。
画
面
が

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
容
易
に
内
容
を
見
て
取
れ
る
説
得
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
た
め
、
構
図
が
単
純
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が

レ
ー
こ
の
前
の
師
匠
で
あ
っ
た
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
カ

ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
は
《
神
殿
奉
献
》
の
祭
壇
画
（
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
サ
ン
・
ジ
ャ
コ

モ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
）
で
は
、
祭
壇
を
横
に
置
く
構
図
を
採
用
し
て
い
る
が
、

レ
ー
二
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
の
同
主
題
の
十
五
玄

義
で
は
祭
壇
を
斜
め
に
置
い
て
お
り
、
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
の
巨
大
な
祭
壇
の
一

部
で
あ
っ
た
「
神
殿
奉
献
」
の
場
面
を
遠
く
か
ら
見
て
も
一
見
し
て
内
容
が
わ

か
る
よ
う
に
構
想
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

る
神
学
的
根
拠
に
基
づ
く
上
下
を
強
調
し
た
画
面
構
成
や
ド
メ
ニ
コ
会
が
出
版

し
た
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
手
引
書
の
版
画
に
由
来
す
る
特
殊
な
十
五
玄
義
に
関

し
て
は
、
助
言
者
の
存
在
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
最
初
に
指
摘
し

た
と
お
り
、
聖
母
の
顔
が
陰
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
聖
母
を
賛
美
す
る
ロ
ザ
リ

オ
の
祭
壇
画
に
は
奇
妙
で
あ
り
、
構
図
は
数
珠
を
授
け
ら
れ
て
い
る
聖
ド
ミ
ニ

ク
ス
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
レ
ー
二
に
こ
の
特
別
な
《
ロ

ザ
リ
オ
の
聖
母
》
を
注
文
し
た
の
は
、
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
至
聖

所
聖
堂
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
で
あ
り
、
彼
女
た
ち
が
管
轄
し
て
い
た

場
と
彼
女
ら
を
取
り
巻
く
当
時
の
状
況
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
至
聖
所

聖
堂
を
管
轄
す
る
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
に
は
、
こ
の
時
期
に
通
常
以
上

に
自
分
た
ち
の
修
道
会
の
聖
人
を
主
題
に
し
た
作
品
を
注
文
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
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四
、
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂

こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
な
っ
た
レ
ー
こ
の
　
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
に
見
ら
れ

現
在
の
聖
堂
は
一
八
世
紀
に
大
幅
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
レ
ー
こ

の
祭
壇
画
が
最
初
に
飾
ら
れ
た
の
は
同
時
代
の
聖
堂
と
比
べ
る
と
簡
素
で
つ
つ

ま
し
い
聖
堂
で
あ
っ
た
。
一
四
八
一
年
に
改
築
さ
れ
た
当
時
の
建
物
は
、
主
礼

拝
堂
を
含
ん
で
幅
約
九
、
四
m
奥
行
き
約
二
十
一
m
、
床
か
ら
ヴ
ォ
ー
ル
ト
ま

で
の
高
さ
約
八
・
五
m
、
内
部
は
約
八
・
五
×
一
五
・
五
m
の
長
方
形
の
身
廓

と
約
五
・
五
×
五
・
五
m
の
多
角
形
の
主
礼
拝
堂
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
典
礼

に
則
っ
て
東
を
向
い
た
聖
堂
は
、
北
側
は
平
原
、
南
側
は
修
道
女
た
ち
の
小
さ

い
修
道
院
を
背
に
し
て
い
た
。
身
廊
左
側
に
高
く
に
う
が
た
れ
た
二
つ
の
大
き

な
窓
と
入
口
扉
が
あ
り
、
最
終
的
に
右
側
に
礼
拝
堂
が
二
つ
備
え
ら
れ
た
　
（
図



2
2
）
。
現
在
、
サ
ラ
ゴ
ツ
ツ
ァ
門
か
ら
モ
ン
テ
・
デ
ツ
ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
の

丘
の
頂
上
の
聖
堂
ま
で
最
も
長
い
ポ
ル
テ
ィ
コ
が
続
く
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ

の
建
設
も
一
八
世
紀
で
あ
る
。

こ
の
聖
堂
は
元
か
ら
ド
ミ
ニ
コ
会
派
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
十
二
世
紀
末
、

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
と
い
う
名
前
の
貴
族
が
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
グ
ア
ル
デ
ィ
ア

の
丘
の
土
地
で
宗
教
的
隠
遁
生
活
を
始
め
た
と
き
、
彼
女
が
目
指
し
た
の
は
何

に
も
属
さ
な
い
修
道
女
た
ち
の
精
神
的
生
活
だ
っ
た
。
隠
遁
者
の
庵
に
近
か
っ

た
、
当
時
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ル
・
モ
ン
テ
・
デ
ッ
ラ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ア

と
称
し
た
聖
堂
と
ド
ミ
ニ
コ
会
と
の
関
係
は
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
が
宗
教
的
補
助

と
し
て
の
慰
め
と
支
え
を
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ィ
・
レ
ー
ノ
聖
堂
の
修
道
士

た
ち
に
請
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
完
全
に
ド
ミ
ニ
コ
会
の
所
属

と
な
っ
た
の
は
一
四
九
二
年
に
修
道
女
た
ち
が
要
請
し
、
一
五
〇
二
年
ユ
リ
ウ

ス
二
世
の
認
可
を
受
け
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
聖
堂
が
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
巡
礼
者
が

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
も
た
ら
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
る
聖
母
子
の

イ
コ
ン
が
安
置
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
図
2
3
）
。
こ
の
イ
コ
ン
は
ア
ン
ジ
ェ

リ
カ
の
隠
遁
生
活
以
前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
イ
コ
ン
の
行

列
が
一
四
三
三
年
の
豪
雨
を
晴
ら
す
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
し
て
か
ら
特
に
崇
拝

を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
聖
ル
カ
の
手
に
よ
る
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
の
丘
の
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
小
さ
な
聖
堂
が
こ
の

奇
跡
に
よ
っ
て
、
マ
ド
ン
ナ
∵
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
と
な
っ
た
の

（図22）

下：1481年改築後のマドンナ・ディ・サン・ルカ聖堂

の平面図と立面図

上：18世紀初めの平面図

（M．Fanti，G，Roversi，LaMbdonnadiS．LucainBo／Ogna，

Bo10gna，1993，P．140．）

（図23）聖母子のイコン、ボロー二ヤ、マドンナ・

ディ・サン・ルカ聖堂
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で
あ
る
。
十
五
世
紀
の
間
は
毎
年
、
そ
れ
以
降
は
特
別
な
祈
祷
　
（
悪
天
候
、
教

皇
に
対
す
る
自
治
の
主
張
な
ど
）
　
の
際
に
、
丘
の
頂
上
か
ら
市
中
の
サ
ン
・
ペ

ト
ロ
ニ
オ
聖
堂
ま
で
イ
コ
ン
を
運
ぶ
荘
厳
な
行
列
が
な
さ
れ
、
グ
ア
ル
デ
ィ
ア

の
丘
に
続
く
ポ
ル
テ
ィ
コ
は
行
列
と
参
拝
者
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
聖

母
子
の
イ
コ
ン
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
人
々
に
と
っ
て
特
別
な
崇
敬
の
対
象
で
あ
り

シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
。

聖
な
る
イ
コ
ン
を
管
理
す
る
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
の
丘
の
修
道
女
た
ち
は

一
四
〇
〇
年
代
前
半
の
度
重
な
る
戦
闘
で
、
町
の
近
く
に
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア

聖
堂
を
創
立
し
そ
の
宗
教
活
動
の
中
心
を
移
す
こ
と
に
な
り
、
十
六
世
紀
に
入

る
と
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
に
は
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
か
ら
修
道
女
た
ち
が
二

年
ご
と
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
サ
ン
・
マ
ッ

テ
ィ
ア
聖
堂
と
そ
こ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
を
管
轄
し
て

い
た
の
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
で
あ
る
が
、
彼
女
た
ち
は
裕
福
な
家
の

出
身
者
が
多
く
、
彼
女
ら
の
聖
堂
の
修
復
や
装
飾
の
た
め
に
自
身
の
財
産
を

使
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
一
五
三
五
年
に
サ
ン
・
ル
カ
の
修
道
院
と
聖
堂

を
修
復
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
一
五
三
八
年
に
は
祭
壇
画
を
イ
ン
ノ
チ
エ
ン

ツ
ォ
・
ダ
・
イ
モ
ラ
に
注
文
し
て
い
る
。
一
五
七
〇
年
代
か
ら
サ
ン
・
ル
カ
聖

堂
に
修
道
院
長
代
理
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
修
道
女
た
ち
は
連
続
し
て
ヴ
オ
ー
ル

ト
、
主
礼
拝
堂
、
聖
堂
入
口
へ
続
く
正
面
の
大
階
段
、
長
い
す
な
ど
の
調
度
品

を
整
え
て
い
っ
た
。
聖
な
る
イ
コ
ン
を
礼
拝
す
る
た
め
に
訪
れ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ

の
人
々
を
迎
え
る
た
め
で
あ
る
。

レ
ー
ニ
へ
の
祭
壇
画
の
注
文
も
こ
の
至
聖
所
聖
堂
装
飾
の
一
環
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
少
し
前
に
設
立
さ
れ
た
ロ
ザ
リ
オ
同
信
会
の
た
め
に
、
《
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
》
は
イ
コ
ン
の
安
置
さ
れ
た
主
礼
拝
堂
に
向
か
っ
て
右
側
の
礼
拝

堂
に
飾
ら
れ
た
。
つ
つ
ま
し
い
聖
堂
の
中
で
、
同
信
会
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
前

で
祈
り
を
捧
げ
る
と
き
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
の
左
手
に
は
主
礼
拝
堂
が
見
え
た
は

ず
で
あ
る
。
画
面
の
左
に
配
置
さ
れ
た
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
の
顔
が
陰
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
奇
跡
を
起
こ
す
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
の
イ
コ

ン
の
聖
母
を
暗
示
す
る
目
的
で
故
意
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
至
聖
所
聖
堂

に
置
か
れ
た
祭
壇
画
は
か
の
有
名
な
聖
な
る
イ
コ
ン
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
意
識

し
て
い
た
と
い
え
る
。
礼
拝
さ
れ
て
い
る
聖
な
る
対
象
が
陰
に
な
っ
て
い
る
例

は
グ
エ
ル
チ
ー
ノ
の
《
ロ
レ
ー
ト
の
聖
母
像
の
前
で
脆
拝
す
る
シ
エ
ナ
の
聖
ベ

ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
と
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
》
　
（
一
六
一
八
年
、
チ
ェ
ン
ト
、
絵

画
館
）
　
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
の
場
合
は
奉
ら
れ
る
場
と

緊
密
に
一
致
し
た
も
の
と
い
え
る
。

聖
母
を
讃
え
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祭
壇
画
で
聖
母
の
顔
が
陰
に
な
っ
て
い
る
の
は

同
じ
聖
堂
の
聖
な
る
イ
コ
ン
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
そ
の
後
に
制
作
さ
れ
た
祭
壇
画
に
は
適
応
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
レ
ー
こ

の
祭
壇
画
が
特
別
な
状
況
で
注
文
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ミ
ニ
コ
会

の
修
道
女
た
ち
は
懸
命
に
至
聖
所
聖
堂
を
整
備
・
装
飾
し
て
い
た
が
、
一
方
で
、

ト
レ
ン
ト
公
会
議
後
の
修
道
禁
域
の
徹
底
化
を
図
る
動
き
の
中
で
、
至
聖
所
聖

堂
の
修
道
女
た
ち
は
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
。
一
五
七
一
年
教
皇
庁
か
ら
視
察

が
訪
れ
、
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
大
司
教
が
修
道
院
改
革
を
始
め
た
と
き
、
街
か
ら
遠

い
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
の
丘
で
の
修
道
女
た
ち
の
活
動
に
お
け
る
規
律
が
伝
統
的
に

制
限
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
答
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂

か
ら
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
を
追
い
や
り
、

聖
な
る
イ
コ
ン
の
管
理
す
る
権
限
を
彼
女
ら
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き

が
出
始
め
て
い
た
。
実
際
一
六
〇
一
年
ク
レ
メ
ン
ス
八
世
が
そ
の
命
令
を
下
す
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と
、
す
ぐ
に
多
く
の
男
子
修
道
会
が
彼
女
ら
に
代
わ
る
こ
と
を
申
し
出
た
と
い

う
。
結
局
は
元
老
院
の
仲
介
や
禁
域
を
強
化
す
る
壁
の
建
設
に
よ
り
管
理
権
が

移
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
の
危
機
感
は
相
当
の

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
出
来
事
は
レ
ー
こ
の
祭
壇
画
の
制
作
後
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
は
聖
な
る
イ
コ
ン
の
管

理
権
が
移
さ
れ
る
こ
と
に
お
ぴ
え
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
自
分
た
ち
の
正
当
性

を
主
張
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
彼
女
た
ち
は
　
「
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
」
と
い
う
特
に
自
分
た
ち
の
修
道
会
と
結
び
付
い
た
主
題
を
選
択

し
、
修
道
会
の
創
始
者
を
称
え
る
祭
壇
画
を
制
作
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
が
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
に
置
か
れ
る
こ
と
自
体
が
ド

ミ
ニ
コ
会
修
道
女
た
ち
の
存
在
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
り
、
さ
ら
に
聖
母
の
顔
を
陰

に
す
る
こ
と
で
有
名
な
聖
な
る
イ
コ
ン
を
暗
示
さ
せ
る
こ
と
で
、
サ
ン
・
ル
カ

聖
堂
と
い
う
場
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
は
そ
れ
以
前
か
ら
続
い
て
い
た
教
皇

庁
と
の
対
立
を
回
避
す
る
た
め
に
、
神
学
的
根
拠
に
基
づ
く
、
よ
り
敬
度
な
祭

壇
画
を
、
し
か
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
聖
な
る
イ
コ
ン
の
管
理
権
を
主
張
す
る

た
め
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
特
有
と
い
え
る
　
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
　
の
祭
壇
画
を
、

さ
ら
に
聖
な
る
イ
コ
ン
を
暗
示
し
た
、
自
分
た
ち
と
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂

の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
祭
壇
画
を
制
作
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

壇
画
は
急
増
す
る
。
し
か
し
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
主
流
で
あ
っ

た
聖
人
の
執
り
成
し
を
強
調
す
る
伝
統
に
は
従
わ
ず
、
同
信
会
の
信
者
た
ち
を

観
想
ま
で
導
く
の
に
、
（
観
者
－
）
　
十
五
玄
義
－
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
幻
視
と
い

う
精
神
の
上
昇
と
呼
応
す
る
上
下
関
係
の
構
図
を
用
い
た
。
ま
た
、
十
五
玄
義

を
鉢
植
え
の
植
物
に
掛
け
ら
れ
た
メ
ダ
リ
オ
ン
の
中
に
描
く
の
は
、
ド
ミ
ニ
コ

会
士
が
出
版
し
た
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
手
引
書
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
制
作
は
注
文
主
で
あ
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
た
ち
の
特

別
な
配
慮
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
人
々
が
崇
敬
す
る
奇
跡
の

イ
コ
ン
を
安
置
し
て
い
た
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の
管
轄
権
が

脅
か
さ
れ
て
い
た
と
き
、
自
分
た
ち
の
存
在
を
主
張
す
る
よ
う
に
修
道
会
の
創

始
者
を
請
え
る
祭
壇
画
を
制
作
さ
せ
た
。
そ
し
て
聖
人
に
顕
現
す
る
聖
母
の
顔

を
あ
え
て
陰
に
す
る
こ
と
で
聖
母
の
向
こ
う
に
見
え
る
イ
コ
ン
の
存
在
を
暗
示

し
、
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
奇
跡
と
イ
コ
ン
を
、
す
な
わ
ち
ド
ミ
ニ
コ

会
と
サ
ン
・
ル
カ
至
聖
所
聖
堂
を
結
び
つ
け
る
工
夫
が
な
さ
れ
た
と
結
論
付
け

た
。
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お
わ
り
に

ピ
ウ
ス
5
世
に
よ
っ
て
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
レ
パ
ン

ト
の
海
戦
の
後
、
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
と
そ
の
周
辺
で
も
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
の
祭

お
も
な
先
行
研
究
は
以
下
参
照
。
C
．
C
．
M
a
－
く
a
S
i
a
｝
恕
訂
訂
白
鼠
等
訂
m
㌧
註
内
乱
乳
官
誉
r
h

g
㌻
g
莞
∽
㌣
こ
霊
ご
〉
く
○
－
．
N
〉
B
0
－
O
g
n
a
二
無
手
p
p
．
三
二
A
．
M
a
s
i
n
i
｝
加
○
㌻
g
3
日

七
等
㌻
監
r
P
叶
R
（
－
莞
至
二
芽
－
．
N
L
浣
P
p
．
－
琵
“
M
a
T
a
S
i
a
｝
ト
m
b
琵
琶
内
乱
h
b
O
訂
g
喜

こ
霊
e
）
B
0
－
O
g
n
a
L
慧
摩
p
．
山
室
…
〇
．
K
u
r
z
∵
G
u
i
d
O
 
R
e
n
i
一
㌔
白
計
r
ひ
害
か
乱
等

内
買
戻
註
訂
註
O
r
訂
C
訂
記
的
Q
S
S
訂
、
馬
e
3
叫
ヨ
一
S
S
、
≧
勾
）
d
O
〓
二
道
芦
p
p
．
－
害
鳥
－
ご
C
．

G
n
u
d
i
e
G
．
C
．
C
a
く
a
E
i
｝
C
已
．
3
0
的
叶
r
P
G
已
計
知
3
れ
｝
B
0
－
0
叫
n
a
L
党
旦
n
O
．
N
…
G
n
u
d
i

a
n
d
C
a
く
a
u
i
〉
G
已
〔
訂
知
S
N
V
『
i
r
e
n
z
e
L
謡
い
〉
n
O
．
N
〉
p
－
S
．
N
・
∬
K
．
＞
P
d
r
e
w
s
∵
ト
ロ
E
a
r
－
y

G
u
i
d
O
R
e
n
i
D
r
a
w
i
n
g
．
五
ぎ
さ
重
曹
こ
き
習
註
眉
－
宗
－
）
く
○
〓
O
u
u
n
O
．
只
卓
p
p
．
余
丁



怠
J
D
．
S
．
P
e
p
p
e
r
∵
G
u
i
d
O
R
e
n
i
s
E
a
r
－
y
D
r
a
w
i
n
g
S
t
y
－
e
亡
き
邑
彗
h
富
巨
首
領

く
0
－
．
か
も
0
．
や
ー
宗
∞
も
p
．
〕
澄
・
〕
∞
N
〉
畠
や
畠
J
P
e
p
p
e
斗
G
u
i
d
O
R
e
n
i
■
s
E
a
r
－
y
S
t
y
－
e
‥
H
i
s

A
c
t
i
S
．
t
y
i
n
厨
0
－
0
叫
ロ
a
L
治
平
－
苦
－
．
も
ぎ
ま
点
官
き
竜
息
膏
き
き
≦
〓
こ
も
0
．
3
バ
ー
窯
摩

p
p
．
彗
N
・
恵
庭
E
．
B
a
c
c
h
e
s
c
h
i
〉
a
C
u
r
a
d
i
．
〉
ト
■
蔦
岩
ヨ
＝
3
3
や
ぎ
ざ
（
訂
〔
ぎ
訂
ぎ
ー
訂
≡

M
i
－
a
n
O
〉
n
O
．
－
N
V
p
－
S
．
〕
・
g
P
e
p
p
e
J
G
已
乱
○
知
S
r
A
C
O
、
叫
ぶ
訂
訂
C
已
已
局
莞
0
、
祇
訂

一
ぎ
r
訂
〉
○
舛
許
r
d
L
釜
谷
〉
n
O
．
g
S
一
D
．
M
a
h
O
n
〉
C
已
．
3
0
監
r
P
n
已
軋
○
知
3
∵
h
u
N
u
－

h
冠
や
B
0
－
0
習
a
L
塞
∞
〉
n
O
．
g
G
．
W
i
m
b
賢
k
V
G
已
告
知
S
N
（
】
篭
や
】
票
6
）
句
已
㌫
㌻
害

ミ
乱
一
5
1
ぎ
3
g
軋
謡
r
乳
隠
れ
訝
3
9
迂
謡
u
R
e
g
e
n
s
b
u
r
g
）
N
0
0
N
も
．
N
筈
．

∴
－
／
∴
「
＝
亡
き
・
こ
．
、
ゝ
、
．
＝
…
、
＼
、
・
ミ
＝
・
ミ
、
、
－
・
三
…
■
、
こ
こ
：
二
、
号
ミ
、
、
二
一
ご
ミ
、
呈
…
■
二
、
㌢
、
■
モ
ミ
．

C
a
m
b
r
i
d
g
e
L
等
ひ
も
p
．
N
サ
N
甲

（
3
）
　
M
a
－
く
a
S
i
a
L
♂
訂
訂
5
C
i
t
V
N
〉
p
p
．
下
野

（
4
）
　
P
e
p
p
e
J
G
勺
．
C
デ
ー
悪
庭
勺
p
．
N
？
N
r
p
．
澄
n
．
u
u
p
．
u
u
n
．
芦
フ
ロ
リ
ア
ー
ノ
・
ア
ン
プ
ロ

シ
ー
二
に
関
し
て
は
以
下
参
照
。
A
b
u
b
a
n
i
〉
F
－
O
r
i
a
n
O
A
m
b
r
O
S
i
n
i
L
n
b
軋
N
賢
岩
r
訂

巴
局
r
P
甘
○
乱
童
～
こ
叫
已
ぎ
昇
H
l
u
R
O
m
a
L
采
○
も
p
．
記
？
記
J
高
橋
健
一
「
グ
イ
ド
・
レ
ー

こ
の
《
パ
エ
ト
ン
の
墜
落
》
と
《
光
と
闇
の
分
離
》
‥
ク
レ
メ
ン
ス
八
時
代
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ

の
文
学
と
絵
画
」
　
『
文
化
』
　
東
北
大
学
文
学
会
、
六
六
　
（
三
・
四
）
、
三
八
六
－
八
七
頁
、

注
1
4
－
1
7
。

（
5
）
　
M
a
F
a
S
i
a
こ
ぶ
訂
㌢
S
C
i
t
．
｝
N
〉
p
p
．
ソ
書
M
a
－
く
a
S
i
a
｝
ト
e
勺
琵
琶
m
n
i
t
．
｝
p
．
－
岸
P
e
p
p
e
J
竜
．

c
F
ー
黛
芦
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
は
一
八
五
〇
年
に
廃
堂
と
な
り
、
サ
ン
・
マ
ッ

テ
ィ
ア
聖
堂
に
由
来
す
る
絵
画
な
ど
は
隣
の
サ
ン
テ
ィ
ザ
イ
ア
聖
堂
に
移
さ
れ
た
が
、

サ
ン
テ
ィ
ザ
イ
ア
聖
堂
は
第
二
次
大
戦
時
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
作
品
は
失
わ
れ
た

（
P
e
p
p
e
J
琶
C
デ
ー
宗
心
も
．
空
。
作
品
は
現
存
し
な
い
が
素
描
が
二
点
残
っ
て
い
る
。
一

点
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
の
も
の
で
　
（
く
B
i
r
k
e
も
已
．
ヨ
○
監
岩
．
n
已
告

知
3
∵
N
乳
C
ぎ
g
義
e
ヂ
W
i
e
n
工
芸
r
C
a
t
．
n
0
．
－
J
D
g
．
巴
、
素
描
の
裏
に
は
レ
ー
二
と
ド

ミ
ニ
コ
会
の
修
道
女
五
人
と
で
交
わ
さ
れ
た
契
約
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
（
さ
れ
ヂ
c
a
t
．

n
O
．
声
音
．
告
、
彼
女
ら
の
う
ち
、
リ
ヴ
ィ
ア
・
ガ
リ
セ
ン
デ
ィ
と
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

ポ
ロ
ネ
ッ
テ
ィ
は
グ
イ
ド
が
仕
事
を
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
貴
族
の
出
で
あ
る
。
も
う
一
点

は
ミ
ラ
ノ
、
ス
フ
ォ
ル
ツ
エ
ス
コ
城
ベ
ル
タ
レ
ッ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
の
で
、
階
段

の
垂
直
面
に
署
名
が
見
え
る
（
P
e
p
p
e
J
琶
C
デ
ー
采
や
）
厨
．
N
）
。
前
者
は
宗
王
ド
ミ
ニ
ク

ス
》
、
後
者
は
宗
王
ヒ
エ
ア
キ
ン
ト
ス
》
　
の
聖
母
の
顕
現
と
さ
れ
て
、
別
々
の
祭
壇
画
の

た
め
に
用
意
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
は
ト
q
b
琵
琶
凡
で
、

サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
ガ
リ
セ
ン
デ
ィ
礼
拝
堂
に
グ
イ
ド
・
レ
ー
こ
の
《
聖
ヒ
ユ
ア

キ
ン
ト
ス
》
が
あ
る
こ
と
、
二
三
歳
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
が
、
一
方

恕
訂
ぎ
白
で
、
マ
ド
ン
ナ
・
デ
ィ
・
サ
ン
・
ル
カ
聖
堂
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
　
つ
ま
り

聖
ド
ミ
ニ
ク
ス
の
幻
視
に
言
及
し
た
直
後
に
「
も
う
ひ
と
つ
の
作
品
U
n
a
－
t
r
O
許
t
t
O
」

を
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
に
制
作
し
た
と
あ
い
ま
い
に
表
現
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
二
点
の
素
描
の
腕
を
広
げ
た
聖
人
の
ポ
ー
ズ
、
聖
人
の
首
の
級
、
上
を
向
い
た

天
使
の
顔
の
角
度
と
左
腕
と
右
足
の
配
置
な
ど
モ
チ
ー
フ
は
類
似
し
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
似
た
祭
壇
画
が
ひ
と
つ
の
聖
堂
に
あ
っ
た
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
6
）
　
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
は
、
レ
ー
二
は
二
〇
歳
で
カ
ラ
ッ
チ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
り
、
同
時
に

《
聖
母
の
戴
冠
》
（
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
、
国
立
絵
画
館
、
以
前
は
サ
ン
・
ベ
ル
ナ
ル
ド
聖
堂
、

一
五
九
五
年
）
　
を
制
作
し
た
と
述
べ
て
い
る
　
（
恕
訂
訂
P
C
i
t
）
p
．
空
。
ク
ル
ツ
　
（
只
r
u
z
）

膏
C
ヂ
p
．
N
G
）
は
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
に
カ
ラ
ッ
チ
か
ら
の
影
響
を
見
出
せ
な
い
と

し
て
《
戴
冠
》
よ
り
も
以
前
の
作
品
で
あ
る
と
し
た
　
二
五
九
四
－
九
五
年
）
。
ニ
ュ
ー

デ
ィ
と
カ
ヴ
ァ
ツ
リ
は
《
戴
冠
》
が
初
の
公
的
作
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
直
後
に
位

置
づ
け
（
G
n
u
d
i
e
C
a
く
a
声
名
．
C
軋
ニ
ー
浩
扇
p
．
栗
あ
ご
、
ヴ
オ
ル
ペ
も
そ
れ
に
続
い
た

（
C
．
ぎ
ー
p
e
〉
G
u
i
d
O
R
e
n
i
e
u
n
i
m
p
r
e
s
a
d
e
g
－
i
J
n
c
a
m
m
n
a
t
i
．
）
」
ざ
「
局
○
莞
）
ぎ
ー
．
当
）

－
浩
ヨ
p
p
．
ご
N
）
。
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
、
ア
ル
カ
ン
ジ
エ
リ
は
一
五
九
八
－
九
九
年
を

提
示
し
た
が
理
由
は
記
さ
れ
て
な
い
　
（
ロ
A
r
c
a
n
g
e
－
i
∵
U
n
a
g
－
O
r
i
O
S
a
g
a
r
a
H
一
｝
A
、
活

§
賢
2
N
3
0
計
r
g
L
誤
∞
㌫
ち
N
竺
）
。
ペ
ッ
パ
ー
は
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
の
記
述
が
制
作
順

に
正
確
で
あ
る
と
考
え
、
《
戴
冠
》
後
に
数
点
を
制
作
し
た
後
、
一
五
九
七
－
九
八
年
と

し
た
（
p
e
p
p
e
J
膏
C
ヂ
【
塞
加
〉
p
．
〕
コ
」
纂
∞
も
．
N
岩
）
。
ま
た
様
式
面
か
ら
も
、
ア
ン
ニ
ー

バ
レ
と
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
が
ロ
ー
マ
に
出
発
し
た
後
　
（
一
五
七
五
、
一
五
七
七
年
）
　
に
現

わ
れ
る
ル
ド
ヴ
ィ
コ
の
影
響
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
ル
ド
ヴ
ィ
コ
と
断
交
す
る
一
五
九
八

年
前
半
ま
で
と
い
う
期
限
を
設
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
し
た
。
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
の
記
述

に
沿
う
と
、
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
は
サ
ン
・
マ
ッ
テ
ィ
ア
聖
堂
の
祭
壇
画
　
（
注
5
）
　
の
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制
作
の
直
前
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
少
な
く
と
も
一
五
九
九
年
以
前
と
な
る
よ
う
で
あ

る
。

（
7
）
　
M
a
－
宗
乳
a
〉
語
訂
ぎ
Q
C
i
t
．
〉
N
も
．
ひ
い
．

（
8
）
　
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
同
信
会
と
そ
の
歴
史
、
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
版
画
に
つ
い
て
は

以
下
参
照
。
S
．
〇
r
－
a
n
d
i
u
ト
帆
か
r
Q
q
乳
知
○
岩
r
訂
計
～
訂
g
訂
r
訂
岩
石
重
訂
屯
旨
訂
ヽ
ざ

R
O
m
a
L
課
g
c
已
．
S
O
監
r
P
叫
Q
Q
n
訂
計
r
付
知
○
完
遵
守
P
責
．
k
N
p
 
K
E
n
L
虫
尋
G
．
G
．

M
e
e
r
s
s
e
m
a
n
｝
O
a
〇
号
已
屯
「
已
訂
計
的
h
C
O
コ
マ
已
雪
已
訂
佃
宮
内
叫
か
賢
二
已
c
h
莞
～

竜
e
註
○
等
○
〉
R
O
m
a
L
等
「
ぎ
ー
．
〕
〉
p
p
．
〓
定
⊥
N
u
N
”
A
．
D
♭
h
ロ
a
t
O
〉
ト
Q
b
等
O
N
訂
莞
白

き
r
訂
莞
～
～
一
〇
r
軋
れ
莞
軋
0
3
3
㌢
白
喜
〉
B
O
】
○
叫
ロ
a
L
釜
谷
｝
p
p
．
∽
ヅ
∞
ふ
い
記
．
〉
頴
註
3
0
已
P
宍
内

乱
已
訂
計
岩
N
㌻
莞
已
訂
中
吉
義
S
m
計
～
知
○
岩
r
訂
莞
～
訂
S
Q
C
謡
軋
軋
れ
b
O
訂
g
さ
き

出
○
－
O
g
n
a
L
疫
岸
A
．
W
i
n
s
t
O
n
・
A
E
e
n
u
哲
O
r
計
的
罠
諒
付
知
0
等
ヨ
蒜
旨
訂
巴
、
馬
〇
、
≠
訂

知
戻
Q
蔓
訂
叫
訂
竜
己
軋
～
屯
倉
謡
u
U
n
i
扁
r
S
i
t
y
P
a
r
k
L
嚢
薫
R
．
J
．
M
．
〇
－
s
O
n
∵
T
h
e

R
O
S
a
r
y
a
n
d
－
t
s
H
c
O
n
O
g
r
a
p
h
y
P
a
r
t
－
‥
B
a
c
k
g
r
O
u
n
d
才
r
D
e
言
t
i
O
n
a
－
T
O
n
d
i
．
〉

A
r
訂
C
昇
各
ぎ
g
√
忘
疫
二
芸
L
p
．
N
琵
・
N
謡
．

（
9
）
　
D
一
声
ヨ
a
t
O
〉
膏
C
ヂ
忘
芝
も
p
．
笥
・
悪
．

（
1
0
）
　
M
e
e
r
s
s
e
m
a
n
〉
蔓
C
F
p
p
．
〓
謡
L
N
－
E
N
－
∞
：

（
1
1
）
　
D
．
と
ロ
a
t
O
〉
名
．
C
ぎ
ー
漂
庭
p
．
声

（
1
2
）
諸
計
㍗
勺
p
．
詔
・
Y
r

（
1
3
）
　
ア
ラ
ヌ
ス
・
デ
・
ル
ー
ペ
は
「
ロ
ザ
リ
オ
」
　
で
は
な
く
「
マ
リ
ア
の
詩
篇
」
と
い
う
言
葉

で
こ
の
祈
り
を
表
し
た
。

（
1
4
）
旨
註
．
、
p
．
3

（
1
5
）
　
M
a
－
く
a
S
i
a
｝
ト
e
勺
琵
琶
空
目
i
t
．
も
．
N
N
〇
．

（
1
6
）
　
D
、
ト
ロ
a
t
O
）
膏
C
デ
ー
謡
舟
も
．
声
一
五
七
二
年
三
月
五
日
ピ
ウ
ス
5
世
「
お
と
め
な
る
神

の
母
の
敬
慶
な
執
り
成
し
の
お
か
げ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
敵
で
あ
る
ト
ル
コ
に
対
し

て
勝
利
を
得
た
」
と
宣
言
し
た
。
一
五
七
三
年
四
月
一
日
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
1
3
世
は
ロ
ザ
リ

オ
の
聖
母
に
捧
げ
ら
れ
た
礼
拝
堂
も
し
く
は
祭
壇
の
あ
る
世
界
中
の
聖
堂
す
べ
て
に
お
い

て
一
〇
月
最
初
の
日
曜
日
に
祝
わ
れ
る
ロ
ザ
リ
オ
の
祝
日
を
制
定
し
た
。

（
1
7
）
　
く
『
O
r
t
u
n
a
t
i
P
i
e
t
r
a
n
t
O
n
i
O
｝
セ
琵
琶
Q
ぎ
～
局
莞
完
熟
～
－
叫
篭
V
B
0
－
O
g
n
a
L
器
の
L
V

p
．
会
J
D
，
と
。
a
t
O
）
名
．
C
N
r
ー
器
心
L
P
g
．
U
．

（
18）
才
r
t
u
n
a
t
i
P
i
t
r
a
n
t
O
n
i
O
〉
蔓
C
デ
ー
器
か
）
ぎ
ー
．
N
も
p
．
畠
や
〉
燈
心
．

（
19）
旨
註
．
も
p
．
ぉ
〕
〉
宣
P

ふ
二
、
ミ
、
二
一
て
．
い
「
．
昌
∴
′
二
二
二
三
・
二
i
．
、
㌢
、
・
、
こ
、
二
、
、
三
二
ご
を
、
・
二
、
、
二
ミ
、
二
、
・
二
、
．
」
せ
こ
．
ご
に
ー

C
已
已
局
O
g
e
莞
r
已
♪
－
憲
○
－
C
a
t
．
n
〇
．
悪
．

（
2
1
）
F
O
r
t
u
n
a
t
i
P
i
e
t
r
a
n
t
O
n
i
O
｝
蔓
C
デ
ー
甚
平
ぎ
ー
．
N
も
．
芝
J
D
■
A
m
a
t
O
｝
蔓
C
デ
ー
諾
¢
〉

p
p
．
N
？
N
J
G
h
i
r
a
r
声
名
．
C
h
汁
－
C
a
t
．
n
O
．
宗
．

（
2
2
）
G
h
i
r
a
r
d
i
〉
膏
C
ヂ
c
a
t
．
n
0
．
、
声

（
空
M
a
－
く
a
S
i
a
ト
m
b
琵
琶
e
C
i
t
．
〉
p
p
．
【
N
芝
芦
修
道
院
の
廃
止
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
で
《
生

誕
》
は
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
の
絵
画
館
に
収
め
ら
れ
た
が
、
玄
義
の
小
さ
い
絵
は
散
逸
し
た
。
D
．

と
。
a
t
O
u
竜
．
C
れ
汁
〉
－
悪
声
も
p
．
N
↓
も
ー
．

（
聖
M
a
F
a
S
i
a
｝
語
訂
訂
P
C
i
t
」
も
会
○
嵩
．
N
e
讐
O
e
N
．
R
O
i
O
も
訂
き
き
c
c
鼓
㌫
試
＼
謡
・

】
宍
犀
M
O
d
e
n
a
L
禁
書
c
a
t
．
n
O
．
－
∞
．

（
お
）
M
a
－
宗
S
i
a
〉
語
訂
訂
D
C
i
t
L
｝
p
p
．
N
芦
u
N
J
M
a
－
昌
S
i
a
｝
ト
e
b
琵
琶
m
C
i
t
も
．
N
N
－
k
r
．

E
m
i
－
i
a
n
i
）
C
已
．
5
0
乳
r
P
ト
∈
計
C
訂
O
C
彗
⊇
c
c
ユ
ー
浩
扇
B
0
－
O
g
n
a
〉
C
a
t
．
n
0
．
台
t
ヒ
エ
ア

キ
ン
ト
ウ
ス
（
二
八
五
－
二
一
五
七
）
は
シ
ユ
レ
ジ
ェ
ン
生
ま
れ
の
ド
メ
ニ
コ
会
士
で
、

一
五
九
四
年
に
列
聖
さ
れ
た
。
タ
タ
ー
ル
人
が
襲
撃
し
た
時
キ
エ
フ
に
い
た
ヒ
エ
ア
キ
ン

ト
ス
が
避
難
し
よ
う
と
す
る
と
聖
母
が
彼
を
止
め
、
彼
が
残
し
て
き
た
聖
母
像
を
救
う
た

め
に
街
に
戻
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
の
ヒ
ユ
ア
キ
ン
ト
ス
へ
の
顕
現
を
描
い
た
の
は
ル

ド
ヴ
ィ
コ
が
最
も
早
い
。

（
祁
）
只
u
r
z
｝
琶
C
ヂ
p
．
【
宍
こ
勺
e
p
p
e
J
琶
C
デ
ー
謡
舟
も
0
．
P

（
2
7
）
D
．
B
e
n
a
t
i
e
C
．
B
e
r
n
a
r
d
i
n
i
L
乳
首
ミ
軋
告
ぎ
℃
訂
宍
○
訂
c
P
C
ぎ
ぎ
：
隷
b
ぎ
号
音

給
C
O
訂
u
q
雫
的
～
封
C
O
m
u
n
e
d
i
厨
u
d
r
i
O
P
i
n
a
c
O
t
e
C
a
C
i
5
．
C
a
■
D
m
e
n
i
c
O
－
n
N
a
g
h
i
一
〉

N
0
0
y
c
a
t
．
ロ
0
．
u
r
以
前
は
デ
ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
パ
ッ
セ
ロ
ッ
テ
ィ

（
G
h
i
r
a
r
d
i
｝
膏
C
デ
ー
箋
○
い
F
O
r
t
u
n
a
t
i
P
i
e
t
r
a
n
t
O
n
i
O
〉
膏
C
ヂ
ぎ
ー
．
N
も
p
．
婆
忘
翠

に
帰
属
さ
れ
て
い
た
。

（
挙
C
．
B
e
r
n
a
r
d
i
n
i
も
．
D
一
声
2
i
c
O
〉
ト
Q
b
ぎ
g
O
訂
c
P
と
打
N
訂
喜
訂
無
学
首
喜
㌧
C
已
已
局
〇

g
S
m
r
已
e
軋
乳
訂
葛
篭
m
m
竃
Q
乳
♪
B
0
－
0
的
ロ
a
L
悪
声
c
a
t
．
n
O
．
告
．

－140－



（
空
A
．
E
m
i
－
i
a
n
i
〉
C
已
．
3
0
乳
声
⊇
e
局
～
亀
C
O
r
l
盛
叫
訂
§
丸
さ
～
C
弓
r
g
C
∵
鴎
邑
許
3

℃
已
ミ
軋
、
局
員
罫
内
乱
注
記
已
計
S
軋
籍
U
e
已
完
已
計
c
S
ど
「
訂
m
V
C
a
m
b
r
i
d
g
e
」
悪
声
c
a
t
．

n
O
．
0
0
〇
．

（
謂
J
 
M
a
h
O
n
〉
竜
．
C
F
c
a
t
．
n
0
．
－
O
N
い
E
m
i
－
i
a
阜
C
已
．
S
O
乳
r
P
恕
札
内
「
訂
○
短
弓
O
C
C
㌣
】
詮
や

h
e
的
ニ
ー
軋
宍
Q
ミ
○
軋
乳
c
Q
訂
r
q
㌧
g
3
日
訂
N
訂
莞
七
q
r
軋
莞
籍
C
O
F
C
i
n
i
s
e
E
O
B
a
－
s
a
m
O
｝

M
i
－
a
n
O
N
0
0
心
〉
n
O
．
u
P

（
聖
　
S
．
R
i
n
g
b
O
m
〉
M
a
r
i
a
i
n
S
O
－
e
a
n
d
t
h
e
≦
r
g
i
n
O
f
t
h
e
R
O
S
a
r
軍
封
書
乳
：
う
蒙

宗
旨
ど
式
亭
已
C
O
§
ぎ
已
軋
～
己
註
已
謡
｝
く
0
－
．
N
ひ
u
n
O
．
〕
＼
サ
ー
宗
N
u
U
N
J
n
．
－
N
・
－
P

（
3
2
）
　
E
m
i
l
i
a
阜
名
．
C
N
汁
N
0
0
や
n
O
．
N
．

（
鱒
「
ざ
古
e
∵
S
u
g
－
i
i
n
i
N
i
d
i
L
u
d
O
く
i
c
O
C
a
r
r
a
c
c
i
．
〉
評
r
局
Q
莞
－
N
ご
笥
£
－
さ
き
で
p
L
－
㌣

－
N
p

（
錮
）
　
0
－
s
O
n
）
琶
C
昔
J
p
p
一
N
註
・
N
烹
r

（
3
5
）
　
W
i
n
s
t
O
n
・
と
ー
e
n
）
蔓
C
れ
汁
｝
p
．
u
u
．

（
仰
望
w
i
n
s
t
O
n
・
A
E
e
n
）
（
や
C
昔
J
p
．
い
い
気
g
．
－
a
・
C
も
ー
s
e
n
〉
蔓
C
ヂ
p
p
．
N
澄
・
宗
も
g
．
N
．

（
3
7
）
　
B
．
E
k
e
m
a
∵
L
a
p
a
－
a
d
i
C
i
n
g
O
－
i
d
i
L
O
r
e
n
Z
O
L
O
t
t
O
．
〉
ト
O
r
S
N
O
ト
○
誉
〉
T
r
e
S
．
S
O
）

－
器
－
も
p
．
定
㌣
余
人
ご
C
．
Q
u
a
t
t
r
i
n
i
∵
L
一
i
c
O
n
O
g
r
a
か
a
d
e
E
a
M
a
d
O
n
n
a
d
e
－
R
O
S
a
r
i
O

n
e
E
e
M
a
r
c
h
e
‥
○
コ
望
n
i
n
O
r
d
i
c
h
e
e
n
a
s
c
i
t
a
d
i
u
n
a
t
r
a
d
i
N
i
O
n
e
－
O
C
a
－
e
ノ
ウ
訂
託
N
訂

軋
P
h
打
訂
N
N
O
A
～
訂
已
」
や
㌫
」
淫
○
〉
p
p
．
㌣
－
N
．

（
3
8
）
　
木
と
聖
母
の
関
係
に
つ
い
て
は
E
．
D
e
C
a
s
t
r
O
∵
L
一
a
－
b
e
r
O
d
e
－
R
O
S
a
r
i
O
i
n
S
i
c
i
－
i
a
√

哲
雪
ぎ
乱
▲
迄
、
A
r
ぎ
3
L
造
山
も
p
．
N
S
・
詔
．

（
鱒
）
　
E
e
e
r
s
s
e
m
a
n
】
竜
．
C
訂
．
も
p
．
〓
∃
・
遥
L
N
O
や
○
ご
W
i
n
Ⅵ
t
O
n
・
A
E
e
n
〉
竜
一
C
h
汁
〉
p
．
告
V

ng．岩．

（
4
0
）
W
i
n
s
t
O
n
・
A
E
e
n
〉
竜
．
C
ヂ
p
．
芸
｝
茸
．
－
P

（
4
1
）
　
お
も
な
先
行
研
究
は
以
下
参
照
。
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
は
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
チ
ェ
ー
ジ
の
伝
記

の
中
で
一
六
一
二
年
に
制
作
さ
れ
た
と
し
（
M
a
－
く
a
S
i
a
〉
恕
訂
ぎ
P
C
i
t
．
も
．
N
会
）
、
ま
た
デ

ニ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
ト
《
神
殿
奉
献
》
、
チ
ェ
ー
ジ
《
聖
霊
降
臨
》
、
ル
ド
ヴ
ィ
コ
・
カ
ラ
ッ

チ
《
ご
訪
問
》
《
苔
打
ち
》
、
グ
イ
ド
・
レ
ー
二
《
聖
母
被
昇
天
》
の
作
と
し
た
（
M
a
－
く
a
S
i
a
｝

ト
e
b
琵
琶
e
C
i
t
．
こ
変
声
p
．
N
u
N
）
。
ヴ
ォ
ル
ペ
は
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
の
記
述
を
翻
し
て
《
キ

リ
ス
ト
の
復
活
》
を
グ
イ
ド
・
レ
ー
二
に
帰
属
し
（
ぎ
ー
p
e
〉
膏
C
デ
ー
減
摩
勺
p
．
∽
・
－
N
）
、

カ
ヴ
ア
ツ
リ
は
ア
ル
カ
ン
ジ
エ
リ
の
指
摘
か
ら
《
聖
母
被
昇
天
》
を
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

ア
ル
バ
ー
二
に
、
《
聖
母
の
戴
冠
》
を
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
・
フ
ォ
ン
タ
ナ
に
帰
属
し
た
（
C
a
く
a
声

～
屯
已
3
軋
計
れ
ヨ
訂
訂
「
れ
告
～
知
Q
昌
3
．
0
、
ト
P
g
巴
訂
訂
c
P
乱
れ
的
P
⊇
b
O
ヨ
3
㌢
p
B
0
－
O
g
n
a
〉

－
誤
0
0
｝
p
p
．
－
∃
⊥
N
N
）
。
制
作
年
代
に
つ
い
て
も
議
論
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
レ
デ
ィ
ゴ

ン
ダ
が
石
工
に
対
す
る
一
六
〇
一
年
の
支
払
い
記
録
を
発
表
し
て
マ
ル
ヴ
ア
ジ
ア
の
誤

謬
を
明
ら
か
に
し
（
ロ
ー
．
R
e
d
i
g
O
n
d
a
L
－
c
O
m
p
i
m
e
n
t
O
d
e
i
。
M
i
s
t
e
r
i
d
e
l
R
O
S
a
r
i
O
。

e
－
I
a
法
が
r
m
a
z
i
O
n
e
m
a
－
く
a
S
i
a
n
a
s
u
出
a
r
t
0
－
O
m
e
O
C
e
s
i
．
A
r
訂
Q
ミ
訂
Q
m
3
0
計
言
や

ー
漂
○
も
p
．
N
O
T
u
）
、
さ
ら
に
ペ
ッ
パ
ー
は
《
茨
の
冠
》
を
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
ニ
ア
ィ
ア
リ
ー

二
に
帰
属
、
一
五
九
七
年
の
ピ
オ
ー
ヴ
エ
・
デ
ィ
・
チ
ェ
ン
ト
の
教
区
聖
堂
の
主
祭
壇
の

改
装
の
契
約
書
に
サ
ン
・
ド
メ
ニ
コ
聖
堂
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
制

作
年
代
を
早
め
た
（
p
e
p
p
e
千
A
－
e
s
s
a
n
d
r
O
T
i
a
r
i
n
i
a
n
d
t
h
e
か
誇
e
e
n
m
y
s
t
e
r
i
e
s
O
f

t
h
e
R
O
S
a
r
y
i
n
S
a
n
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